令和６年度
入園のしおり
[image: image1.jpg]



学校法人　洛東学園
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乳児保育つぼみの概要について
· 設置主体     学校法人　洛東学園
· 所在地     京都市山科区勧修寺丸山町１－１２６
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL(075)592-6052　FAX(075)592-6070
· 設立　   小規模保育設立2016年4月1日
· 定員　   19名
· 敷地　   3,782.44㎡（1,146坪）
園舎床面積　1,135.84㎡（344坪）
園庭面積　平地部分990.04㎡（330坪）
斜面及び山林部分　1,886.46㎡（571坪）

· 設備　   保育室、多目的ホール、給食室、相談室
園庭他　　
· 職員　   施設長、保育士、幼稚園教諭、栄養士、調理員、事務員
· 保育受入年齢　   生後６カ月から２歳児
· 開所時間　   月～土　午前7時30分～午後6時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※土曜日は登録者のみです。
● 休園日     日曜・祝日および年末年始

· 家庭協力日　　 お盆休み、年始、年度末
· 給食　   月曜日～土曜日　
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保育理念について
家庭と同じような雰囲気の中で楽しく園生活が送れるよう、子どもたちの発達の状況と個人差をよく見つめ、一人ひとりに寄り添う保育を行う。
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保育目標について
自然とふれあうことから地球を愛する心を育て、集団生活の中から人と人、心と心の交流を学び、又、情操教育によって子どもたちの個性を引き出し育てることが本園の目標です。
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毎日元気な笑顔で登園してくれることが職員全員の願いです。
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年齢別保育目標について
0歳
· 温かい雰囲気の中で、一人ひとりの生活リズムを大切にしながら、安心して過ごす。
1歳
· 安心できる保育士との関わりの中で、身のまわりの事を自分でしようとする気持ちが芽生える。
2歳
· 簡単な身のまわりのことを自分でしようとする。
· 生活の中での遊びを通して、友だちとの関わりを楽しむ。
●自分の思いを言葉で伝えようとする。

保育活動について

	時間
	0・1・2歳児

	7:30~
	順次登園、持ち物整理、自由遊び

	9:30~
	朝の会、クラスの活動

	11:30~
	昼食、午睡、おやつ、自由遊び

	16:00~
	帰りの会、自由遊び

	16:30~18:30
	順次降園




年間行事（予定）について
	
	主な行事内容

	4月
	入園のつどい

	5月
	クラス懇談会、内科検診


	6月
	運動会、プール開き、歯科検診

	7月
	七夕保育参観、夕涼み会

	8月
	水遊び

	9月
	敬老保育参観

	10月
	秋まつり、親子遠足

	11月
	作品展、内科検診

	12月
	おもちつき、クリスマス音楽会

	1月
	保育参観

	2月
	節分（豆まき）、個人懇談（2歳児）、生活発表会

	3月
	学年懇談会（０、１歳児）、お別れ会、修了式


◎定期的な行事：毎月のお誕生日会、避難訓練、身体測定

持ち物について
すべての持ち物に名前を必ず記載して下さい。<>の中は枚数の目安となります。
0歳児
常時置いておくもの
・Tシャツ,ズボン,下着,ガーゼのハンカチ(ミルクを飲む時用),よだれかけ<各3セット>
・靴下<1足>
・紙おむつ（1枚ずつ記名してナイロン袋に入れてください。）<10枚>
毎日持ってくるもの
・連絡帳
・おたよりばさみ
・コップ（巾着袋に入れてください。名前が消えた時には随時記載してください。）
・食事用エプロン,お口拭きタオル＜各2枚＞
・パジャマ（巾着袋に入れてください。上はかぶるタイプ、下は腹巻のついてないタイプにしてください。）
・カラー帽子（登降園時は被ってください。）
・汚れ物入れ用のスーパーの袋<2枚>
1歳児
常時置いておくもの
・Tシャツ,ズボン,下着<各3セット>
・靴下<1足>
・紙パンツ（1枚ずつ記名してナイロン袋に入れてください。）<7枚>
毎日持ってくるもの
・連絡帳
・おたよりばさみ
・タオル（30cm×30cmくらいの大きさで、吊るし紐が付いているもの）<1枚>
・コップ（巾着袋に入れてください。名前が消えた時には随時記載してください。）
・食事用エプロン, お口拭きタオル＜各2枚＞
・カラー帽子（登降園時は被ってください。）
・パジャマ（巾着袋に入れてください。上はかぶるタイプ、下は腹巻のついてないタイプにしてください。）
・汚れ物入れ用のスーパーの袋<2枚>

2歳児
常時置いておくもの
・Tシャツ,ズボン,下着<各3セット>
・靴下<1足>
・布パンツ
・紙パンツ（必要なお子様のみ、1枚ずつ記名してナイロン袋に入れてください。）
・スモック（汚れたら持ち帰りますので、洗濯をして持たせてください。）
・上靴（汚れたら持ち帰りますので、洗って持たせてください。）
・保育用品（のり　・クレパス　・はさみ　・自由画帳）
毎日持ってくるもの
・通園リュック
・連絡帳

・おたよりばさみ
・タオル（30cm×30cmくらいの大きさで、吊るし紐が付いているもの）<1枚>
・コップ（巾着袋に入れてください。名前が消えた時には随時記載してください。）
・給食の用意（布巾・おはし・スプーン・フォーク）
・カラー帽子（登降園時は被ってください。）
・パジャマ（巾着袋に入れてください。上はかぶるタイプ、下は腹巻のついてないタイプにしてください。）
・汚れ物入れ用のスーパーの袋<2枚>
· 各自のロッカーにつきましては管理を保護者の方にお願い致します。ロッカーの使用につきましては登園初日、担任よりご説明させて頂きます。
· 0・1歳児の持ち物用バックは、特に指定はありません。登園時にお荷物を準備頂きましたら、たたんでロッカーの中に入れてください。
· 靴はお子様のサイズに合った、自分で脱いだりはいたりしやすい物をお選びください。
泥遊び等で汚れ、乾きにくいことも多いため数足ご用意ください。長靴などは長い距離歩くことができません。緊急時に避難する場合も危険です。長靴等で登園される場合は運動靴をご持参いただき、長靴等はお持ち帰りください。
· お子様の洋服や下着は上下別の物を必ずご用意ください。また、一人で着脱できる柔らかいもので、お子様のサイズにあった活動しやすい服装をご持参ください。
· 園では薄着で過ごします。厚着をすると危険を伴うこともあり、戸外に出る時も厚手のジャンパー、手袋等は着用しませんので、ご協力をお願い致します。（真冬時の上着の着用については、お子様の様子でお声を掛けさせていただきます。）
· フードやひも、かぶりものの付いたものは危険を伴いますので、避けてください。
· 飾りのついたヘアゴム、ヘアピンなどは、遊んでいるときなどに取れて落ちてしまったり、紛失する場合がございますので避けてください。又、カチューシャは割れたりして危険ですので、はめてこないでください。
· 衣類につきましては、前記の枚数がロッカーに常備されるようにご準備ください。
· お洗濯等で帽子のゴムがゆるんだ際には付け替えるなどの管理をお願いします。
· 上靴の持ち帰り用に上靴袋をご用意ください。


2歳児のお子様は、朝の支度を子どもたちが行います。
ご家庭でも出来るだけ見守っていただき、自立のためにも出来るだけ
「自分の事は自分でする」習慣をつけていけるよう、
ご家庭とも連携しながら進めてまいります。

連絡帳の記載について
園とご家庭が連携し、お子様の成長を見守る上で大切なことの一つに連絡帳があります。以下のことに留意しながら、ご記入をお願い致します。

1 連絡帳の『家庭から』の欄に記入をお願いします。体調面、成長面、質問など何でも構いませんのでできるだけ記入してください。
2 ご家庭にてお薬を飲まれている際には、連絡帳に何日から何日まで何の薬を飲んでいるかを記載してください。
3 0歳児は、朝ご家庭でのミルクや母乳の時間および量、離乳食の時間や内容も記載してください。

※ご質問ご意見等がございましたら、随時ご記入いただければ、連絡帳にて回答させていただきます。ご心配なことはどんな細かなこともご記入ください。園とご家庭が連携してお子様の保育にあたっていきたいと思います。また、お知らせを記載させていただく場合もございますので、毎日連絡帳をご持参ください。

保護者負担金について
	
	0・1・2歳児
	備考

	絵本代
	　 ― ／月(0歳)
400円／月(1歳)
410円／月(2歳)
	

	布団リース代
	1,800円／月
	

	安全保険
	315円／年
	日本スポーツ振興センター

（４月のみ）

	行事・遠足代
	実費
	開催前までにお知らせします。

	データ維持費
	375円／月
	

	保護者会費
	800円/月
	令和4年度参照

	IDカード
預かり金
	3,000円
	卒園時、IDカードと引換えに返金
致します。



お支払いについて
保護者負担金につきましては、原則１ヶ月単位で振り込みをお願いします。
「諸費徴収のお知らせ」のお手紙をお渡ししますので、期日までにゆうちょ銀行の指定口座に振り込んでください。



給食とおやつについて
· 月曜日から土曜日まで給食をおこないます。
· 離乳食はご家庭との連携をもとに、一人ひとりに合わせた対応をしていきます。
· ミルクは園でご用意いたします。
· 哺乳瓶はお家でお使いの物をお預かりさせていただきます。
· 食器、おはし、スプーン、フォーク等は園でご用意いたします。
（2歳児は、おはし・スプーン・フォーク等、お家からお持たせください。）

· 午後の１回おやつを食べます。
· 食物アレルギーのあるお子様は医師による定期的なアレルゲン抗体検査や診断を受け、医師の証明書をご提出いただき、除去食の必要がある場合は証明書をもとに保護者、栄養士、保育士の三者で事前に面談を行い慎重に進めます。
· どんな食材も初めて園で口にするというのは何かあったときに大変ですので、ご家庭でも最低１週間前までには食べていただき様子を見てください。

· 園外保育に出かけるときは、お弁当をご用意いただくことがあります。


お昼寝について
お昼寝用布団は、布団リースを利用します。ご家庭からお持ちいただいたものは、お使いいただけませんのでご了承ください。ひと月１，８００円です。（令和４年度参照）


送迎の際の注意
近隣の方のご協力があって運営できる保育施設です。近隣の方にくれぐれもご迷惑とならないよう、十分ご注意頂きますようご理解とご協力をお願い申し上げます。
· 自家用車での送迎は可能ですが、近隣の皆様へのご迷惑となりますので、園周辺への駐停車は絶対にお止めください。又、自転車は揃えて駐輪してください。
· お迎えの時間帯は、どのお子様も保護者のお迎えを待ちわびています。お迎えに来られた保護者は、まだ迎えが来ていない子どもたちにとってはとても羨ましいものです。お迎えの際の保護者への保育士の対応は、他の残された園児の気持ちを配慮し、静かに短時間で対応させて頂きたいと存じます。保育士へのご連絡は、出来るだけ連絡帳を活用して下さいますようお願い致します。
· 保護者同士のお話は別の機会にして頂き、出来るだけお子様の為にも速やかに帰園し、翌日の園生活を快適に過ごすことが出来るようご配慮いただきますようお願い致します。
· 個人情報保護規程などにより、他のお子様のご住所・保護者氏名・メールアドレスなどは園側からは基本的にお教え出来ません。また、園を介しての物品などのやり取りも紛失の際の責任が持てませんので、ご遠慮ください。直接保護者同士で行って頂きますようお願い致します。
· お子様が通用門より駐車場に飛び出すことのないようにお願い致します。また安全の為、通用門の門扉・保育室の扉は保護者の方が開閉を行ってください。
· 朝食をしっかり取り、原則として遅くとも９時までには登園してください。
· 前日など、いつもと違う状態の時（熱・顔色・食欲・機嫌・動作などで気になること）は必ず職員にお伝え下さい。状況によっては保育士の視診・検温が終わるまでお待ちください。
· 欠席、遅刻をする場合は、９時までにれんらくアプリにて、連絡をお願いします。病気の場合は病状や体温も詳しくお伝えください。
· 降園は予定時間を必ず守って下さい。遅れる時には早めに電話連絡をお願いします。
· 送迎する方を変更される場合には、保護者より必ず事前に連絡をお願い致します。
※お申し出の無い方がお迎えに見えた際には、電話で確認させて頂きます。
· 小学生のご兄弟（姉妹）による送迎は、こちらでは責任を負いかねます。ご遠慮下さい。
· ホワイトボードに、園からのお知らせを記載する場合がございます。送迎の際に必ずご確認ください。
· 園だよりは園の行事等や園からの大事な連絡が記載されています。必ずお読み下さい。
· お子さまの健康保険証・乳児医療証のコピーを、緊急診療が必要になったときに使用します。必ず提出してください。また、住所変更や職場が変わられた時には必ず再提出をお願い致します。
駐車場内について

1. 坂道になっていますので、運転（特にバック）には十分に気を付けて下さい。
駐車場内での事故については園では責任を負いかねますのでご了承下さい。
2. お子さんを絶対に遊ばせないで下さい。
3. 立ち話はご遠慮下さい。
4. 幼稚園バスの出入りが有る為、玄関前や通路には駐車しないで下さい。
駐輪場について

駐車場東側（坂の下）に駐輪場が有ります。幼稚園の下の道路に駐輪されますと、近隣のご迷惑になるばかりでなく危険ですので、路上には駐輪しないで下さい。
　幼保連携交流について
乳児クラスつぼみは清水台幼稚園の施設です。年間を通じて様々な行事などで交流を深めていきます。


門扉セキュリティー取り扱いについて
当園では、通用門にセキュリティー（電磁ロック）を導入しています。慣れるまでは、ご不便かとは存じますが、園児の安全の為にご理解とご協力を宜しくお願い致します。
つきましては、以下の注意事項を守って、正しく使用して頂きますよう、重ねてお願い申し上げます。
【園内にはいる時】
· 常時施錠（電磁ロックON）しておりますので、お渡ししました白いカードをインターホン下のボックス（クマの絵）にホルダーのままかざして頂くと解錠されます。
· 鍵が約5秒間開きますので、門を開けてお入りください。
· 万が一、カードを忘れて来られた場合は、中から解錠しますので、インターホンを押してください。
【外に出る時】
· 門に向かって左側の門柱に鍵の解除ボタンがありますので、ボックスの中に指を入れてボタンを押した後、門を開けてください。
· 園内から出る時の解除ボタンは、園児には絶対に触らせない様にお願いします。
【門の開け閉めについて】
· 門扉は、開けたまま放置しますと警報が鳴ります。開けたら閉めていただきますようお願いします。
· ＩＤカードを園児に持たせたり、園児が開けたりすることのないようにお願いします。
· 門を閉める際はゆっくりと閉めて頂き、ロックがかかった事を確認してください。強く閉めますと、反動で開いたままになる恐れがあり、また、故障の原因にもなります。
【カードの管理について】
· カードには文字・マーク・名前など一切記入しないで下さい。シール等も貼らないでください。第三者にこのカードによって情報を与えない為です。
· カードの中にICチップが入っておりますので、折り曲げたり、強い磁気に近づけないようご注意ください。
· カードは園からの貸与ですので、卒園・退園時には返却して頂きます。大切に保管・管理してください。
· 家族以外の方に送迎を依頼する場合は、カードを渡さずインターホンを押してもらうようお伝えください。（他人に貸すことは絶対にしないでください。）
· カードを紛失されたり、不明になった場合は、データを消して使用できないようにしますので、必ず速やかに園にお申し出ください。紛失したカードが出てきた場合も、再登録し使える状態にしますので、お申し出ください。
※再発行には、カードの実費3,000円を徴収させて頂きます。
　園児の安全と不審者の侵入を防ぐ為のシステムですので、ご理解とご協力を宜しくお願い致します。



保健衛生について
・内科検診：年２回（５月と１１月）実施
・身体測定：毎月実施

・歯科検診：２歳児のみ年１回実施（６月）
＜感染性の病気の場合＞
　集団生活では感染性の病気は、すぐ園全体に広がってしまいます。感染性の病気の疑いのあるお子様は自己判断せず、必ず病院に行き、病院の医師に登園の可否をお尋ねください。
また、園がお預かりする状態でないと判断した場合には、ご自宅で静養して頂くことがあります。ご協力をお願い致します。
お子様が感染性の病気にかかられた場合には、登園届の提出が必要となります。
＜発熱の場合＞
お預かりしているお子様が発熱された場合には、その日の機嫌、食欲などにより、保護者の方に迎えのご連絡を差し上げます。その場合には速やかなお迎えをお願い致します。
　また、３８．５℃以上の高熱が出た場合は、翌日はご家庭で様子を見て頂くことをお勧めします。
＜下痢・嘔吐の場合＞＜咳がひどい場合＞
　小さいお子様の場合、下痢・嘔吐がひどい時には脱水症状を起こします。咳もまた体力を想像以上に消耗してしまいます。このような状態の時は、何よりお子様が集団にいることが辛く、皆と同じ食事も食べられない中で生活することになります。また、風邪による下痢・嘔吐は感染力が強く、他児への感染を防ぐ意味でも必ず病院を受診し、症状が治るまで登園を控えてください。
＜その他＞
・その他の病気（中耳炎、とびひ、湿疹等）については、お子様の状態を見ながら園生活に支障がないかどうか医師の判断の下、お預かりしております。
・夜～朝にかけての様子や食欲等は、連絡帳や口頭で詳しくお伝えください。
※また、緊急連絡先が変更になった場合には、速やかに園までお知らせください。

薬の取り扱いについて
本来、園での与薬は法律違反です。園は健康な状態のお子様をお預かりすることが前提となっています。回復期に主治医の指示で与薬が必要な場合は出来るだけ、朝晩の薬にして頂くよう医師にご相談ください。それが不可能な場合は、保護者がご来園の上、与えていただくこと事になります。
やむを得ず園で薬をお預かりする場合には、連絡票と医師の指示書が必要となります。軟膏や点眼薬も同様の扱いとなります。記載事項をよくお読み頂きご協力のほどお願い致します。

<薬持参で登園する場合の諸注意>
1 登園前は検温し、食欲、顔色、機嫌をよく観察して園にその旨お伝えください。
2 薬は１回分だけ入れ、名前を記入し、連絡票・医師の指示書とともに直接保育士に手渡してください。
＊手渡しで受け取っていないお薬は基本的には服用できませんのでご注意ください。
＊錠剤及び市販の薬、下痢止めはお預かり出来ません。
＊家で薬を飲まれている方は、必ず連絡帳に記入願います。

基本的には薬は法律により園で飲ませてはならないことになっています。また看護師の配置もありません。その点をご理解の上、上記事項は固く守って下さいますようお願い致します。
乳幼児突然死症候群（SIDS）について
　乳幼児突然死症候群とは、それまでの健康状態および既往歴からその死亡が予測できず、しかも死亡状況調査及び解剖検査によってもその原因が固定されない、１歳児未満の乳児に多い病気で、突然の死をもたらすことがあります。園でも、授乳や食後すぐの睡眠は顔を横向きにさせ、仰向きで寝かせたり、出来るだけ顔がうずくまらないよう硬めの布団で寝る、掛け布団は脇の下にしっかりつけることなどの対応の他、０歳児を対象に、睡眠中は１０分おきに呼吸チェックを行うなど予防に努めます。
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かみつき・ひっかきについて
　
１歳前後から、身近な人や身のまわりの物にも自分から関われるようになり、お友だちが持っている物にも興味が広がり、物の取り合い等が増えてきます。その際に、かみつく、ひっかく等の行動がこの時期から３歳ぐらいまでみられるといわれています。園では最善の努力をし、防止に努めてまいりますが、何より保護者の方々のご協力がなければ根本の解決につながりません。長時間保育はお子様の疲労につながり、トラブルを多く発生させます。また、生活リズムをご家族全員で「園」に合わせて頂き、遅くとも午後９時には就寝するなど、早寝早起きの習慣に努めて頂き、園生活が楽しいものとなりますようご協力をお願い致します。
　また、かみつき等につきましては、双方の保護者の方々に園児名をお伝えし、状況をご説明させて頂きます。ご家庭でもお子様ができるだけ休息を取れるようなライフスタイルに切り替えて頂き、園でも早い改善につながるように努力していきたいと考えておりますので、ご理解いただきますよう宜しくお願い致します。


万が一に備えて
「防災・防犯訓練について」
防災訓練は、火災や地震等を想定し毎月実施しております。また防犯訓練は、年1回実施しております。
保護者の方が全員お子様を引き取りに来られるまでの間、保育を行っております。緊急時は速やかなお迎えをお願い致します。基本的にご両親にしかお子様をお引き渡し致しません。また、災害時の備蓄も行っております。
「暴風警報発令時の措置について」
火災・地震など、緊急時は休園になります。
警報発令時（暴風警報・特別警報・（大雪警報））の対応
・解除されるまでは、登園を見合わせ、自宅待機してください。

・午前７時までに解除になった場合
　→
平常保育
・午前９時までに解除
になった場合
　→
開園
・午前９時以降に解除になった場合
　→
臨時休園
・保育中に上記警報が発令になった場合
→
お迎えに来てください
「防犯対策」
　セコムのセキュリティを行っております。
　防犯対策として、通用門オートロック・非常通報装置の設置・監視カメラ・カメラ付きインターホンなども設置しています。


感染症にまつわる出席停止について
園は、乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団での発症や流行をできるだけ防ぐことはもちろん、一人一人の子どもが一日快適に生活できることが大切です。
万が一、指定の感染症により出席停止になった場合、かかりつけの医師の診断に従い、登園届等の提出をお願いします。なお、園での集団生活に適応できる状態に回復してから登園していただきますよう、ご配慮ください。
· 出席停止後の登園時には、“病状が回復し集団生活に支障がない状態である”という証明として、「登園届」が必要です。
· 下記の感染症に該当しなくても、条件によっては出席停止の措置が必要と考えられる感染症や、出席停止扱いにはなりませんが、登園届が必要な感染症もありますので、感染症と診断された場合には、必ず園にご確認ください。
京都府医師会による基準
	出席停止が必要な感染症

	第一種
	急性灰白隨炎（ポリオ）、ジフテリアなど

	第二種
	インフルエンザ、百日咳、麻しん、流行性耳下腺炎、風しん、水痘
咽頭結膜熱、結核

	第三種
	コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、腸管出血性大腸菌感染症

流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎


強い体を作って元気いっぱい過ごせるようにしましょう！
○　風邪の予防は何よりもまず手洗い、うがいです。水が冷たいと適当になってしまいがちな手洗いの仕方を、お家でももう一度確認してください。

○　風邪の予防だけにとどまらず、丈夫な体作りには、食事、睡眠、生活リズムを整えることが大切です。子どもには子どもの体に必要な生活のリズムがあります。大人がしっかり管理してください。
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